
作成責任者名

政策体系上の
位置付け

令和3年8月

87 68% 平成26年度 74% 79% 81% 82% 83% 約80% 令和2年度

88 49% 平成25年度 54%
※1

54%
※1

56%
※2

57%
※2 集計中 約55% 令和2年度

824,337 871,175 1,000,235 539,955

(625,201) (583,130)
施策の予算額・執行額

施策に関係する内閣の重要政策
（施策方針演説等のうち主なもの）

菅内閣総理大臣施政方針演説（令和３年１月１８日）「防災・減災、国土強靱化についてもしっかりと進めます。五年集中で、事業規模十五兆円を目途に対策を実施
します。」

備考

※1　ETC2.0データ
※2　ETC2.0データ（小型車）

(3)
有料道路事業等【183再掲】
（昭和43年度）

2021 国交省
20018200

行政事業レビューシート参照 88 -

行政事業レビューシート参照 88 -

(2)
道路事業（補助等）【182再掲】
（昭和27年度）

2021 国交省
20018100

行政事業レビューシート参照 88 -

R3年度
行政事業レビュー

事業番号

H30年度
（百万円）

R1年度
（百万円）

R2年度
（百万円）

(1)
道路事業（直轄・改築等）【037
再掲】
（昭和27年度）

2021 国交省
20003600

三大都市圏環状道路整備率
・社会資本整備重点計画（閣議決定）において、三大都市圏環状道路整備率については、令和2年度までに約80%にすることとされている。
・既に供用時期を公表している区間について、供用予定延長を積み上げて目標値を設定。

道路による都市間速達性の確保率
（※主要都市等を結ぶ都市間リンクのうち都市間連絡速度
（都市間の最短道路距離を最短所要時間で除したもの）
60km/hが確保されている割合）

・社会資本整備計画（閣議決定）において、道路による都市間速達性の確保率については、令和2年度までに約55%にすることとされている。
・公表している今後の高規格幹線道路の供用予定等により都市間連絡速度の改善が見込める都市間リンクをもとに目標値を設定。

達成手段
（開始年度）

予算額計（執行額） R3年度
当初

予算額
（百万円）

達成手段の概要
関連する
業績指標

番号

達成手段の目標（R3年度）
（上段：アウトプット、下段：アウトカム）

業績指標の選定理由、目標値（水準・目標年度）の設定の根拠等目標値
設定年度

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 目標年度

施策目標の概要及び達成すべき目標
国際競争力・地域の自立等を強化するため、国際物流に対応した基幹ネットワークや日常の暮らしを支え
る生活幹線道路ネットワークを構築する。

施策目標の
評価結果

６　国際競争力、観光交流、広域・地域間連
携等の確保・強化

政策評価実施
予定時期

業績指標 初期値

実績値

評価結果 目標値

令和３年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

（国土交通省３－22）

施策目標 ２２　国際競争力・地域の自立等を強化する道路ネットワークを形成する 担当部局名 道路局
企画課　道路経済調査室
（室長　渡邊 良一）


